



















































2013 年度の運営は，看護基礎教育課程の平成 20 年改正





























































































いては低い。しかし，4 年次生として 1 年次生が質問をし
やすいように配慮するなどの試みもされており，意識し
て運営を考えていると推察される。教員側の役割として
は，4 年次生の意識を尊重しつつ司会などの負担軽減を図
り，円滑な運営に繋がっていくようにサポートしていく
ことが求められる。
教授方法としては，上級学年にとって学年間の交流に
より自己の学修形態を振り返ることで多様な視点をもつ
ことができ学習理解が進むよう，支援していく必要があ
る５）。また，上級学年では，『初心に戻って学修する機会
になった』と回答しており，このような振り返りは看護学
を改めて考える機会になり，学習を深化させ自己教育力
を育成する一つの手段になると考える。
今後の課題として，学士課程における看護基礎教育に
ついての縦断的合同学修会の有効性について学生の意見
を聞きながら，主体的に看護学を学んでいけるよう，さ
らに有効な運営方法を検討していきたい。
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